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第15回親子の集いちゃぐりん大会
（射水市内 小学生87名 参加）
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今月の表紙



　今年度の稲の生育状況（７月末現在）は、５月からの高温・多照により、平年より２～３日程度
早まっています。
　刈取時期は、 早刈りをすると青米の混入率が高くなるので避け、刈取適期である籾全体が
85％、 穂軸の 3 分の 2 が黄化する頃を待って刈取作業を行なってください。
　今年は平年よりカメムシの発生が多い（約３倍）ので、 カメムシによる斑点米の被害が危惧され
ます。穂揃期、傾穂期の基本防除は必ず実施しましょう。
　今後の天候次第によっては、刈取適期も変わってきますので、営農指導員や相談員にご相談ください。

適
期
刈
取
で
美
味
し
い

「
い
み
ず
野
産
米
」を
！

乾燥・調整の
適正化

水分測定の
注意点

　過乾燥米の発生は、米の品質評価を落とします。過乾燥米になると食味の低下や胴割れ
米が発生し品質を悪くします。こまめに水分をチェックして目標水分 15.0％に仕上げてく
ださい。ＪＡ基幹施設（小杉 CE・RC、下村 RC、射水 CE、新湊 CE、RC）の利用で低コス
ト生産を！

①水分測定のサンプル採取時はいつも、乾燥機の同じ場所から採ること。 
②乾燥はじめは２時間ごとに仕上げ近くでは 15 ～ 20 分ごとに測定する。 
③穀温が高いと水分は高めに現れるため、皿などに広げて冷えてから測定する。

　■食の安全・安心のためのトレーサビリティに係る水稲用栽培記録用紙の提出について！

　■ポジティブリスト制度に係る農薬使用時における注意点

　平成 18 年から記帳運動を県下統一的な取り組みで進めており、組合員の皆様には、この運動にご理解を賜って
いることに厚くお礼申し上げます。
　つきましては、下記の期日に記入された用紙を生産組合長さんへ提出して頂き、各支店まで生産組合ごとに提出
下さいますようお願いいたします。 
　　　【期　日】　早  生  品  種：８月６日～８日の基本防除終了時～刈取り・施設荷受前まで
　　　　　　　　中・晩生品種：８月13日～28日の基本防除終了時～刈取り・施設荷受前まで

○農薬使用基準の遵守
　・食用作物等への　　　　　　　（適用作物、 使用量又は濃度、 使用時期、 総使用回数） 
　　農薬使用の遵守　　　　　　　 * 農薬のラベルの記載事項の確認

○農薬散布時のドリフトの注意
　・近接圃場で栽培されている作物への飛散防止に努める

刈取適期判定 （－籾の熟色で刈取適期を判定！－）
１穂ごとのめやす（株内の平均的な穂）

ａ
・
刈
取
適
期
７
～
10
日
前

（
籾
黄
化
率
50
～
70
％
）

ｂ
・
刈　

取　

適　

期　
　

（
籾
黄
化
率
85
～
90
％
）

黒点線内の籾 （上・中位１次枝
梗籾） は黄化しているが、青点
線内の２次枝梗籾はまだ緑色

青点線内の２次枝梗籾が
黄化した時

３　いみず野だより いみず野だより　２いみず野だより　２

　

射
水
市
特
産
の
黒
大
豆
え
だ
ま
め

「
た
ん
く
ろ
う
」
の
収
穫
が
最
盛
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
早
朝
か
ら
射
水
の
各

圃
場
で
収
穫
さ
れ
た
え
だ
ま
め
は
、
野

菜
集
出
荷
施
設
の
冷
蔵
施
設
に
搬
入
さ

れ
、
翌
日
に
選
別
を
行
っ
た
後
、
県
内

外(

東
京
や
名
古
屋)

の
市
場
へ
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
管
内
で
は
、
え
だ
ま

め
の
販
売
で
一
億
円
規
模
の
産
地
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
19
の

営
農
組
織
な
ど
で
約
１
４
・
５
ha
が
作

付
さ
れ
、
県
下
最
大
の
え
だ
ま
め
産
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
は
、
７
月
８

日
か
ら
始
ま
り
９
月
中
旬
ま
で
続
く
予

定
で
約
53
ｔ
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

夏
本
番
を
迎
え
暑
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
や
、
お
子
様
の

お
や
つ
に
ぴ
っ
た
り
な
黒
大
豆
え
だ
ま

め
「
た
ん
く
ろ
う
」
を
是
非
ご
賞
味
く

さ
だ
い
。

　

お
買
い
求
め
は
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
農
作

物
直
売
所
「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
太
閤
山
店

や
新
湊
店
の
ほ
か
、
県
内
ス
ー
パ
ー
で

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
菜
っ
ち
ゃ
ん
太
閤
山
店

　
　

☎
０
７
６
６

－

５
６

－

３
２
７
２

・
菜
っ
ち
ゃ
ん
新
湊
店

　
　

☎
０
７
６
６

－

８
４

－

８
８
１
８

射
水
特
産 

え
だ
ま
め
の
出
荷
最
盛
期

2 0 1 5 農 機 フ ェ ア 開 催
　第 33 回農業機械総合大展示会（農機フェア 2015）が、７月 11 日㈯ ･12 日㈰の 2 日間、富山産業展
示館「テクノホール」にて開催されました。
　この展示会は、毎年 7 月に JA 全農とやまと県ＪＡグループが協力して開催しているもので、ヰセキや
クボタ、ヤンマーをはじめとしたメーカー約 30 社がトラクターやコンバイン等の大型の農業用機械から
家庭菜園用の草刈り機まで、最新の農機具約 1 千点を出展する県内最大の農業機械展示会です。
　富山県内生産者の規模が二極化に進んでいる現状に合わせ、会場にはコンバインやトラクターなどの
営農組織や大規模農家向けの大型機械だけでなく、操作が簡単で家庭菜園にも適した小型の耕転機など
多彩な農機が展示されました。来場者は試乗体験をしたり、担当者の説明に熱心に耳を傾けてました。
　今回初の試みとして「おしゃれ作業着ファッションショー」が開催され、当 JA からも２名が参加しモ
デルになってステージを歩き「かっこいい農業」を提案しました。また、農業資金や公的融資制度につ
いての各種相談コーナーも設けられ、本格歌まねシンガー「リュー」さんによる ものまねステージショー
やご当地アイドル「ビエノロッシ」のステージショーが行われ大勢の来場者でにぎわっていました。



５　いみず野だより いみず野だより　４

第　15　回　　親　子　の　集　い

　8 月 4 日㈫、射水市大江の JA いみず野小杉低温倉庫にて「第 15 回親子の集い ちゃぐりん大会」が開催され
ました。
　このちゃぐりん大会はJAグループの子ども向け雑誌「ちゃぐりん（チャイルド･グリーン･アグリカルチャー）」
を通じて、食料 ･ 農業 ･ 農村の大切さの理解を深めてもらうことを目的に毎年夏休みに開催しており、今年も児
童 ･ 保護者をあわせて 140 名とたくさんの参加がありました。
　午前中は「ちゃぐりん」の読み聞かせ、農業や農協を題材にした○×クイズ、ペットボトルで作る「ボールキャッ
チャー」の工作教室がありました。参加者は JA 女性部の先生に教わりながらペットボトルを切り分けカラーテー
プやイラストシールを貼り思い思いのデザインのものを作りました。出来上がると子どもたちは、友達同士で
キャッチボールをして楽しみました。
　昼食には、射水市産のコシヒカリ「米一番」約 30 キロが用意され、親子らは、地元産の黒大豆枝豆「たんくろう」
やトマトを具材に、ハムや卵 ･ キュウリなどを一緒に盛り付ける「デコ寿司」を作りました。
　午後からは、待望のニジマスの掴み取りに挑戦しました。特設プールに約 200 匹のニジマスが放たれ、掴み
取りが始まると子どもたちは一斉にプールに飛び込み、ニジマスを追いかけ、大物を手づかみし大きな歓声をあ
げていました。
　終わりに、冷えたスイカと茹でたての射水産トウモロコシが振る舞われ、会場となった低温倉庫は、子供たち
が走り回ったり、楽しそうに笑ったりして賑やかな一日となりました。

○×クイズ！

読み聞かせ

ゃ ぐ り ん 大 会ち

うま～っい

気持ちいい～

ニジマスの掴み捕り

「ボールキャッチャー」作り

「デコ寿司」作り
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足
は
足
踏
み
（
真
っ
す
ぐ
斜
め
内
股
外

股
な
ど
）
ふ
く
ら
は
ぎ
、
膝
、
太
腿
は

上
下
、
左
右
、
斜
め
ね
じ
る
等
、
い
つ

ま
で
も
元
気
に
歩
く
た
め
、
筋
肉
増
強

に
繋
げ
る
。
ど
の
動
作
も
骨
盤
・
腹
筋

運
動
も
連
動
し
て
お
り
全
身
を
使
っ
て

楽
し
み
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
「
自
律
神
経
を
整
え
る
」
た
め

の
呼
吸
法
も
学
び
ま
し
た
。
人
は
交
感

神
経
・
副
交
感
神
経
作
用
に
よ
り
行
動

し
て
（
生
活
し
て
）
い
る
。
時
に
は
神

経
を
休
ま
せ
る
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
」

が
必
要
で
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
気
分
で
心

身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
呼
吸
法
は
鼻
で
呼
吸
し
吸

う
時
分
よ
り
吐
く
時
分
を
長
―
く
ゆ
っ

た
り
気
分
で
行
う
…
と
い
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
何
事
も
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
実
行
す
る
よ
う
努
力
が
必
要

の
よ
う
で
す
。　
　
　
　
（
黒
河
支
部
）

●
酢
の
講
習
会

　

７
月
15
日
（
水
）
酢
の
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

純
国
産
米
で
作
ら
れ
た
エ
ー
コ
ー
プ

の
酢
を
使
っ
た
料
理
を
色
々
と
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。
私
は
、
ら
っ
き
ょ
う
酢

は
一
年
中
ス
ト
ッ
ク
し
て
重
宝
し
て
い

ま
す
。

　

五
倍
酢
は
あ
ま
り
使
っ
た
事
が
な

か
っ
た
の
で
、
佃
煮
レ
シ
ピ
を
見
て

挑
戦
し
よ
う
と
思
い
ゴ
ー
ヤ
の
佃
煮
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。
ゴ
ー
ヤ
独
特
の
苦

み
は
な
く
、
こ
れ
が
あ
の
ゴ
ー
ヤ
か
し

ら
と
思
う
程　

と
て
も
お
い
し
く
ご
飯

が
進
み
ま
し

た
。

　

酢
は
、
単

に
調
味
料
と

い
う
だ
け
で

は
な
く
健
康

を
保
つ
様
々

な
効
用
が
言

わ
れ
て
い
ま

す
。
酢
の
酸

味
が
食
欲
を

増
進
し
、
塩

１
ｇ
の
味
覚
を
酢
２
・
４
㏄
で
、
補
え
減

塩
に
大
変
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
口
支
部
）

●
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

　
　

～
わ
く
わ
く
セ
ミ
ナ
ー
～

　

７
月
11
日
（
土
）
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の

体
験
学
習
と
し
て
『
匠
の
里
』
で
陶
芸

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
は
じ

め
て
の
人
で
も
大
丈
夫
な
体
験
コ
ー
ス

で
し
た
が
、
な
か
な
か
大
変
！
ス
タ
ッ

フ
の
方
に
説

明
し
て
い
た

だ
き
皆
さ
ま

ざ
ま
に
お
皿

や
マ
グ
カ
ッ

プ
、
花
瓶
な

ど
を
つ
く
り

ま
し
た
。
何

を
作
る
か
悩

み
、
ど
ん
な

形
に
す
る
か

悩
み
、
ど
ん

な
模
様
に
す
る
か
悩
み
、
何
色
に
す
る

か
ま
た
悩
み
の
悩
み
っ
ぱ
な
し
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
セ
ン
ス
よ
く
ど
ん
ど
ん
形

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
や
き
あ
が
り
、

手
元
に
届
く
ま
で
約
１
か
月
程
か
か
る

そ
う
で
す
が
、
と
て
も
ま
ち
ど
お
し
く
、

楽
し
み
で
す
。お
昼
に
は
ち
ょ
っ
と
リ
ッ

チ
な
ラ
ン
チ
を
み
ん
な
で
楽
し
く
ゆ
っ

た
り
頂
き
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
は
今
後
も
リ
ー

ス
作
り
、簡
単
な
お
や
つ
作
り
、フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

な
ど
楽
し
い
活
動
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
で
も
参
加
可
能
で
す
の
で
興

味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

【
お
問
合
わ
せ
先
】

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
生
産
販
売
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
６
６

－

５
２

－

０
３
６
８

●
第
２
回　

健
康
教
室

　

昨
年
に
続
い
て
の
健
康
教
室
、
４
月

に
新
装
に
な
っ
た
本
店
３
階
大
集
会
室

　

絨
毯
も
椅
子
も
新
品
、
集
っ
た
会
員

40
有
余
名
は
「
す
ば
ら
し
～
い
」
と
感

嘆
の
声
・
声
・
声
、
い
つ
も
明
る
く
に

こ
や
か
な
赤
井
先
生
の
「
こ
ん
に
ち
は
」

の
発
声
で
、
今
回
も
椅
子
を
傍
ら
に
１

時
間
30
分
ほ
ど
良
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

　

手
の
平
を
握
る
開
く
横
に
振
る
手
首

を
回
す
腕
を
前
に
横
に
上
に
後
ろ
に
特

に
肩
甲
骨
を
意
識
し
て
肩
ま
で
上
げ
て

胸
筋
も
鍛
え
る
動
作
の
数
々
。
さ
ら
に

脳
ト
レ
も
同

時
に
、
左
右

の
手
を
異
動

作
で
実
施
し

1
・
2
・
3

…
の
声
を
発

し
な
が
ら
、

出
来
な
い
と

こ
ろ
は
笑
い

で
ご
ま
か
し

和
気
あ
い
あ

い
ム
ー
ド
。

今
後
の
日
程

９
月
３
日
㈭　

料
理
教
室

　
　

４
日
㈮　

料
理
教
室

　
　

９
日
㈬　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
　

10
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

15
日
㈫　

助
け
合
い
組
織　
定
例
会

　
　

17
日
㈭　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

　
　

18
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
市
井
）

　
　

25
日
㈮　

朝
ご
は
ん
食
べ
よ
う
運
動

　
　

30
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
西
高
木
）

　

７
月
17
日（
金
）・
18
日（
土
）の
両
日
、

名
古
屋
市
内
に
あ
る
ア
ピ
タ･

ユ
ニ
ー

系
列
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
ラ
フ
ー
ズ
コ
ア
徳
重
店
」
に
お
い
て

「
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
農
作
物
フ
ェ
ア
」
と

題
し
Ｐ
Ｒ
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

美
味
し
い
「
射
水
の
お
米
コ
シ
ヒ
カ

リ
」や
黒
大
豆
え
だ
ま
め「
富
山
ブ
ラ
ッ

ク
」、射
水
産
取
れ
た
て
新
鮮
野
菜
「
ね

ぎ
た
ん
、
小
松
菜
、
ニ
ラ
」
な
ど
特
産

物
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
中
橋
雅
彦 

営
農

部
長
他 

職
員
３
名
が
参
加
し
美
味
し

い
射
水
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
射
水

市
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
イ
ミ
ズ

ム
ズ
ム
ズ
く
ん
」
も
販
売
に
参
加
し
子

供
た
ち
と
の
写
真
撮
影
や
握
手
な
ど
の

販
売
フ
ェ
ア
を
開
催

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野  

２
０
１
５  

射
水
産
特
産
品

サ
ー
ビ
ス
で
ふ
れ
あ
い
子
供
連
れ
の
家

族
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

両
日 

販
売
会
場
で
は
、
射
水
市
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
た
炊
き
た
て
ミ

ニ
お
に
ぎ
り
の
試
食
、
当
Ｊ
Ａ
が
１
億

円
産
地
づ
く
り
品
目
に
選
定
し
販
売
を

強
化
し
て
い
る
黒
大
豆
え
だ
ま
め
「
富

山
ブ
ラ
ッ
ク
」
の
茹
で
た
て
の
試
食
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

　

炊
き
た
て
お
に
ぎ
り
を
試
食
さ
れ
た

お
客
様
か
ら
は
、「
香
り
が
よ
く
、
甘

み
が
あ
る
。
是
非
家
庭
で
炊
い
て
み
た

い
」
と
次
々
と
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
他
の
商
品
に
つ
い
て
も
好
評

価
を
い
た
だ
き
、
販
売
会
は
大
盛
況
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
今
後
も
中
京
圏
で

販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
「
射
水
の
お
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に
加
え
、
射
水
産
特
産

野
菜
に
つ
い
て
も
継
続
的
な
販
売
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

７
月
24
日
（
金
）

 

射
水
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
竣
工
式
が
関

係
者
各
位
の
出
席
に
よ
り
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

射
水
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
、
平
成
四
年
よ
り
稼
働
し
、
平
成
八

年
の
増
設
工
事
を
経
て（
３
０
０
０
ｔ
・

４
５
０
ha
）
の
処
理
能
力
を
持
ち
射
水

市
南
部
の
水
稲
の
基
幹
施
設
と
し
て
稼

働
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
工
事
で
は
、
更
な
る
米

の
品
質
向
上
を
目
指
し
て
、
国
内
初
と

な
る
屋
外
型
遠
赤
外
線
乾
燥
方
式
に
よ

る
大
型
乾
燥
機
（
45
ｔ
）
を
５
基
導
入

し
、
関
連
し
た
荷
受
設
備
、
集
排
塵
設

射
水
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

改
修
工
事
竣
工
式

備
に
つ
い
て
施
工
致
し
ま
し
た
。　

　

竣
工
式
で
は
、
夏
野
元
秀
会
長
理

事
、
水
元
睦
雄
代
表
理
事
組
合
長
を
は

じ
め
、
来
賓
各
位
が
玉
串
奉
奠
に
よ
り

地
域
農
業
の
発
展
を
祈
願
し
ま
し
た
。

神
事
の
後
、
起
動
式
と
竣
工
式
典
が
行

わ
れ
、
水
元
睦
雄
組
合
長
が
出
席
者
各

位
や
関
係
者
、
組
合
員
の
ご
協
力
に
よ

り
完
成
し
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。
一
元
集
荷
・
共
販
体
制
の

整
備
と
販
路
の
確
保
を
基
軸
に
組
合
員

利
用
者
の
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
た
い
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
改
修
工
事
の
施
工
・
管
理

を
担
当
し
た
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合

会
富
山
県
本
部
、
改
修
工
事
の
施
行
を

担
当
し
た
株
式
会
社
サ
タ
ケ
に
感
謝
状

の
贈
呈
を
行
い
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

－起動式－
㊧水元組合長、㊥夏野市長、
㊨須沼県農林水産部長



いみず野だより　８

期間中にご成約
されたお客様に
期間中にご成約
されたお客様に

ＪＡおすすめ

射水市北野1555-1 ＴＥＬ（0766）52-0218  ＦＡＸ（0766）52-0286

富山県知事登録旅行業第2－267号　総合旅行業務取扱管理者  串田　真一
■営業時間　午前8:30～午後5:00　■休業日　土曜日･日曜日･祝祭日

本旅行は（株）農協観光の
旅行企画・実施になります

受託販売・
本旅行のお申込・
お問合せは

旅行センター各支店または

７つの特典
●有料道路代は実費ご負担願います。
●サービス料・消費税込み

特典1 お値段以上の満足料理
特典2 控室にてお茶とお菓子付
特典3 入浴用タオル付
特典4 宴会場にてカラオケ付
特典5 宴会時お一人お銚子１本と

ビール中瓶お二人に 1本付
特典6 県内希望地より送迎いたします
特典7 ちょっぴりプレゼント

●15 名様以上お申込みください。

こりゃあ
うれしい満足内容

15 名様以上のプランです

９月30日㈬まで
【設定除外日】
平成27年
9/19 ㈯～ 23㈬

期 間
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